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加わ って最且 は .収 率畑 ､さ う り､ いんLrんのよ うな 園 芸確胸 の畑 が 目立っ

ているo桑 園は封地 面膚 6930ro前後 彦 占め･蟹 缶面 の Lhrlら 手､､山地立像_

地 の斜 面 に ,Jv見 られ ′幾＼腰 かの利用形愚 があ るU灸 束 か ら .この地域､で'C)顔

大 の現 金収 入凍 ヒな って いる 0 番塵 に この土地 利用 と磨 ｣をLi巌栄 豊彦d>面 か

ら蒼顔 を加 え ､ここか銀カ な瀦唐 市磯 から｣象< .金.地 という甥 された蕗啓 に

あ り 一地形 面 に 吐乎座一面が少 < .そ して生 産.J姓か煩 い ということ ,又′箕俵麻

件 ､労相 カの 面 ,摩周 瞳の覇選 挙 .土地剰周 に大 き な制約 を与 えてし上る とし)

うこ ヒガて出泉 る ｡

印兼沼北部低地の班形と土地利用
- テttノレタと覇戸車 の伊j-

ネ日 馬 イ年 子

冷 夏 の 冒杓 は ,地域 圃塵 の巌庫 で ある地形 と上盤剥用Jq盈 じて ,地域 03捉

j各を把威 せる もので ある o

詞資敏感 は､+_寮 虞 の北廟 で.北 は刺 jtS ノLL頗ぼ､瑚 藤 脇 に蕗 する割線 ノI‖こ

よる沖鷹 孝野 であ る O 行政 区界一首は .印 幡㌧鐸輝野対 と ,党町の 一一一-･萄希錐 であ

る む威 喝凄艶で 上野よ )) I-暗研孝の全人口やノ＼､劉 解像 数 のぅ敵対 であるO

現 俸 選 ば ､北 に牽 -つの雛 東 口を もち , 利 雄 )ilに産 い 百いるが'､克凍 ､剰

臓 川 の塵太 地 の及 劉 童 に急:っ てきた もの や ,暮 地顔､の盈 デルタ も剰′梓 川の夕巴
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巌 に i:る威 厳 で彪威 され た港凍 て新 しLj斉覆車 静 である ｡動 二粥査地 域 には

典型的 紅鯵や で あ る.剰j級Jitq)や鮒も食む O
番謝 ば{草 よ り成り ;

牙 /牽 親 戚 の親 俊 一

& 澄 .行 殊 区界､ 農 家剤入 日康 成 , 卑候 ､慶 史 の威 風

斉C2馨 捜 77=う/ヒ上 地 剰 確

鼻を三種分務 と各地形 葛書己綴 1 土壁利 潤 C)鹿 虎 ､ デ ルタヒヰ到 り

水 田 と畑 作 ,地 形 と策 窟立地

牙3肇 慶一二艶

教務虎 膿 と巌 桑腐 温 ､巌濃 笠置 ヒ出席 4)敗戚鑑 ,米作 の壁域

塵_

身 夏草 印麺沼 の風泉水劇 C)間選

魔｣教本剰 凄艶 の 蒐･軍 と覆 溌 ○米 審の与 え た上地 Pfr着 への影 響

o I_覚 用水 ヒ慶_巣 用水 の碍腰

牙 1-牽 地 銀 の侶｣各

地 形は ､j捜形 旗と して,網 埜地毅 の 一都 で あ る台地 と ､低地 に式 刺 し ､前

者を含ま池原 ､谷底 早野,.斜 範 に ､慶者 を ､動線 /ilや 洲面, デ ノし夕面 ､句歴線

番 ､ 境 港 慮 ノ轡 に分 けた 小

二敗形 ぼ ､形 成上乳巌 に膚 して は. 閣感 ば見当 らなか った Oデルタの沖蕗層 は

約 20孔 と則 鑑 した O土地 新 開 と地 形 の鱗健 に於ては､イ私選 なヂjレタ ､ヰ明

り弟 嫁箇鹿形 4)舷 砂 な息 いが虜 落立地 q)キイ ･jドイiJ卜にな ってしユる .象

纂良 江P 中期 の新 野射 て ,形恕称 にLg ,先 金 fi鞠 車であ るリ 周 囲を 包県境_防

で鰭 れた黍塘 滅 ぼ ､藻聴 用水 取得 の上 で大 きftf別離 をうけて きた ｡研 磨斬 り

動力腸水輝 の常 人吹飛 ば. 用水 の久 を膿 筋 に｣亀すことは ､線簡 親族 脅威 <た

め ､輪中の二線地 Ig金 て贈作 であった ｡農 産 で 払 ､動力 勝永液 温 こ4)助成 q)求

封巌藍のノ敵勢 で あ り､ノト裂傷 衣感 の薯叢 は 著 しし)o土地 利 昭{Z)特 色は､翠鞄

紘-毛4/r(園牽磯 と亀髄 の食餌 純利 軍 に見 られる ｡萄｣噂は永 野滞留壁 城 で #}つ

た 碁東城 の盈吏釣温 風 であるガで､亀腰 に超叫/琴 el - ダ作下､教髪かつ くられ

行 商を｣盈 LTて ､東京 市場 -出荷 され て いるO

藷 3 牽象′廉 や香 南 出荷 黍腐 許 したが ､行 商 (敷象 の主儲 か大部分 )が姥威

b=与 える牽 轡 は庖 め て憩 い也ので ､碓 初雁村の膚額 を劉如 し 栄 司血清 を一路

lr 血ゝ 都 度.村への解.皮 の温 ま なし＼--一因とな って いるO

珊碑遷巧腹 水 池埠役割は 一八五 年 間に刺 長々川削 こ水門 が窺威 し ､消 滅 した

が ､刺後 項 とい う大 河)tlを例す る にig､覇巌 勾冶承 季渡 と斬力湯水 赦 毅濃 の
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水利奉兼 が t平脅 してrTわ ytる ことがJk･蚤 であった ,̀ このこ とば斉 #尊 で二曙

鎖 しておいた が■ 賓 に水尊 を緊密 と して明 溶 -j=i息に か けて ､ズ 地 史へ の上

兜 煮膚 が澄 あ らyL.敷地 解放前 のノト碓軽率 50}'Jl,･つ葦 率 等禽 雪q)整 tjT箸 しか

った . 夜 錠 ､これ らの問質 は解決 したが ､嫁 を遭 吾 空 Jj'3巣 窟用務諸 子盛挙桑

杏 ､恩 費 伺永 C)水剤徽盈 ー教 尊畢 黍盈 して 一二松波 -夜 紋 章与 えるで 為ろう ･

.番地 感の雌 濱 建､-書 に して去 れ よ､､利碍刊 と鮎 洛蓬 p)樹 に艦置 する 自照

豹舷 藍わ､ら束 る削､約 ､即 ち､厳選.て鮪 に永牽 ,?)/牽 硬 に コらこ れ ,賓 .'= 二地形

の剰約 を うけ て ､動 力積 水威 かぐ､水田吸盤に不 才見 てある こ と)及 び度 束 に

⊥促し-ことが..行商 の発_塵 を促 し ､剰硯 叫東城 の 撃絶息-車種批 帝 にあ って ､

亀煙 首の嵐東 綜婿 か盛 ん で ,都 市 の轡 鼠 ヒ鼻 に_,//:1-線 は泉 社 をみせ す..寛 厳

をっ l･'けるて あ ろう｡最鹿.67動 力新患縛 の尊 大に始 まる.按厳 化 は 水滴 中心 の

耳地域 に於 ても磨 しく ､労4.nカの不足 か ､顔威 県 か らの季 節 労/77名 に 奴存 し

ている現状 を打破 する解 凍 手級 は ､こ れ以クトに求め られ tihい u

中部九十九撃落岸平野の地形と土地利用
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触戒 と論文頗戒

卒菓新主作成 に 当 .)､4-褒膿 九 1九堅薄 葬辛野 をフイ- )レ卜 に盈 び ､そ り

地形 と上地 剰 周の凝.二相を噴 牽 レ ＼叱威 q)畦ノ終の一府 を把握 す,aこと%封:見た｡

弱 垂塵嫁 ば .九 十プL里平野4)､ぼ ゞ 車東都に位置し ､歯の台東 下J:I).東 の,

本 草孝 に変 る ､凍 ア ナ県 境 Jll覇 をヰ/じ､とする地域 で 名る｡

粛 東 をまとあるに 当っ て ､牙 /草で は ､.本館域 の 句歴 ､人文;象壕 4)主 たる

もの について ,そのメ鑑私 を巌_ぺ∴ この姥 威 把塵 のオ -草 と し ,Llくぼ < が q)

絹感 慶長 ヒ した ｡が 凍東城 C:)巷宥 OL,ほとんどの部分を戚 存 する 濃集 につ い
ては ､次 の暮 蹄 に象 った O}i:顔 ,､牙よ うJF3草 に欝 てば ､それや yL ､地形 ､

土地利 用につ いて ,厳 重 各真 ､輿吸 飼養 ､文 献 ､嘗斜 に巻 き .その窺 苑 を盛

べ ､虞塵 に ､賢二敷最澄につ いて t簡 単に離 れ ,こq)浄文 のま と4)とした O

地 形 ビ土塵 利 用

庫 草野超 ､嫁gj柁絹 と ,土地 ,カ相 対∵約 億塵 によ って ､瑠 成 された隆選 落岸

平野 で ､その彪形 亡霊 ､葛終 督地 下からJ本年斉 まで Lj紹 /0.A- あ るに としか ゝ

わ 茎革 ･猷 竃 7言 へ /仇 ､勾縄 l/,000 - y'300で ､趨 め て♀盟 かつ-凍 て

あ る ｡この芽 努の施 酌 の 寮二大の帝 毅 は ､ 題｢寮線 に箪行 に並ぶ 砂 並 列 ヒ, そめ

媛密 度地 である象 簡略地利 であ る. このこ地形 面は ､庫 平野 の大 部 分 を占め
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